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β-lactamase阻 害剤であるSulbactam(以 下SBT)とCefoperozone(以 下CPZ)の 配合剤 を,

九州大学泌尿器科入院患 者の うち,慢 性 複雑性腎孟 腎炎2例 と慢性 複雑性膀胱炎6例 に使用 した。投

与 方法はSBTとCPZの 配 合剤 を1回1～2g1日2回 連続5日 間点滴静注を行な った。

臨床効果の判定では全症例8例 中著効4例,有 効2例,無 効2例 とな り有効率75%で あ った。細菌

学的には11株 中,消 失9株 減少1株,不 変1株 交代 菌3株 であった.

副作用 として1例 に黄疸がみ られ,臨 床検査値で もこの症例 は肝機能検査値に異常 を認め たが,そ

の他の症例には異常はみ られ なかった。

近年,β-lactam系 薬剤 の進 歩は め さま しい ものか あ る

一方,β-lactamase産 生に よ る耐性 菌 の増加 も臨 床 上重要

な問題 となっ て きた。 これ ら耐性 菌へ の対 策 と して,β-la-

Ctamase阻 害剤 を既 存 の β-lactam系 薬剤 と併 用す る 手段

が考え られ る。Sulbactam(SBT)は この 考え方 に沿 って

Pfizer社 にて開 発 され たpenicillanic acid sulfoneで 下

記の化学 構造 式 を有 す る(Fig.1)。

Fig. 1 Chemical Structure of Sodium Sulbactam

SBTは そ れ 自身の 抗 菌 力 は弱 いが,β-lactamaseに 対

し強い不 可逆 的 阻害 作 用 を もち,安 定 性 が 高 く,毒 性 が

低い.こ れにCefoperazone(CPZ)を 配 合 す る と,CPZ

の優れた抗 菌スペ ク トラム ,抗 菌 力お よ び安 全性 を低 下

させ るこ とな くβ-lactamaseに 対 す る抵 抗 性 か 増 強 され

るといわれて い る。

今回われ われ は 本 剤 を慢 性 複 雑性 尿 路 感 染症 に対 して

使用 し,臨 床的 効 果 と安 全 性 の 検 討 を行 な った の で,そ

の結果 を報 告す る。

I.投 与 対 象 と投 与 方 法

昭和55年11月 よ り昭 和56年11月 までの13ヶ 月間 に,九

州 大 学 医 学 部附 属 病 院 泌尿 器 科 に 入 院 した患 者 の うち,

尿 路 に 基礎 疾 患 を有 し,慢 性 複雑 性 尿 路 感 染 症 と診 断 さ

れ た8例 を対 象 と した。 疾 患 の 内 訳は 慢性 腎孟 腎炎2例 ,

慢性 膀 胱 炎6例 で あ り,UTI薬 効 評 価 基 準 に よ る グル

ー プ別 ではG -1:1例 ,G-2:1例,G-4:3例,G-5

:1例,G-6:2例 で あ っ た。性 別 は 男性6名 ,女 性2

名 で あ り,年 齢 は27才 か ら82才 まで で あ った 。 投与 方法

は 全例 に1日2回,連 続5日 間,5%糖 液500mlま た は

20%糖 液20mlに 溶解 し,点 滴 静 注 ま たは 静 注 とし,1

日投 与 量 はSBT/CPZ配 合 剤総 量 て2g又 は4gで あ

った 。

II.臨 床 効 果 お よ び副作 用 の 判 定

UTI薬 効 評 価 基 準(第 二 版)1)に 準 じて 臨 床 効 果 を 判

定 した。

副 作 用 に つ い て はSBT/CPZ点 滴 静 注 に 基づ くと

思 われ るア レル ギー 様症 状 に 留 意 して 自 ・他覚 的 所 見 を

観察 し,投 与 前後 の 臨床 検 査 と しては,末 梢 血液 像(赤

血球 数 ヘ モ グロ ビン値,ヘ マ トク リッ ト値,白 血球 数),

血液 生 化学 検 査 値(GOT,GPT,ア ル カ リフ ォ スフ ァ

ター ゼ,BUN,ク レ ア チ ニ ン)を 測 定 し た 。

III.成 績

投与8症 例 はTable1に 示 す とお りで あ る。 臨 床 効

果 判定 では,著 効4例,有 効2例,無 効2例 とな り,有

効 率75%で あ っ た。 細 菌学 的 効 果 で は,P.cepacia3株

P.rettgeri,P.mirabilis,P.putida,S.faecalis各1

株 は消 失,S.marcescensは1株 減 少,1株 存 続,E.

cloacae2株 は 消 失 した が,交 代菌 と してそ れ ぞ れP.ce-
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Table 2 Laboratory findings before and after treatment

pacia, S. marcescensとS. epidermidisが 出現 した。

N.副 作 用

8例 中1例 に黄 疸 を認め た 。 投与 後 の 臨 床検 査値 で 総

ビリルビ ン6.0mg/dl,直 接 ビ リル ビン3.8mg/d1,AI-

P 490U,GOT 140U, GPT 112Uと 閉 塞 性 肝 機 能

障害パ ター ン を示 した。 投 与 終 了後6日 目の検 査 では ほ

ほ投与 前 と同 じ正 常値 に下 降 して い る点 か ら,薬 剤 との

関連 はあるか も しれ な い と思 わ れ る。 他 の7例 には 特 に

変動 はみ られ なか った(Table 2)。

V.考 案

尿路感染 症 の起 炎菌 を昭 和55年 度 の 九 大 泌尿 器 科 入 院

患者 での変遷 でみ る と,最 近3年 間 ではSerratia, Cit-

robacter, Enterobacter, Proteusは 増 加傾 向 にあ り,

P. aerUginosa, E. coliは 横 ば い か 減 少 傾 向 に あ る2)。

本剤は,CPZ本 来の 抗菌 力 の強 さ を失 うこ とな く更 に

β-lactamase産 生S. aureus, E.coli, K、 pneumoniae,

P. mirabilis, Bact. fragilis等 に 強 い 併 用 効 果 が み ら れ

るという基礎 研 究結 果3)が 得 られ て い る。 われ わ れ の臨

床経験は少な く何 とも言えないが,有 効率75%を 得 たこ

とは,対 象症例が他抗生物質に よる治療で無 効であった

こともあ り,近 年開発され た β-lactam系 抗生物質 と比

較 して秀れている。

副作用につ いては,当 薬剤 との関連ははっき りしない

が,黄疸か1例 に認め られた ものの,肝機能障害は1週 間

前後で回復 してお り,重 篤な結果 を招かなか ったことは

幸 いである。

以上 の臨床成積 の検討 より,本 剤は慢性複雑 性尿路感

染症 において有用性のあ る薬剤 と思われる。
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8 patients with cronic complicated urinary tract infections were treated with a combination drug of SBT
and CPZ (1: 1). The drug was administered a daily dose of 2g by intravenons drip infusion for 5 days.

Clinical efficacy was observed as follow; excellent in 4 cases, good in 2 cases, poor in 2 cases, and the overall
clinical effectiveness rate was 75%.

Nine of 11 clinical isolated strains were eliminated from those patients by the administration of SBT/CPZ.
During the therapy, one case of j aundice which may be related to the drug was observed.


